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・5日～6日、発達中の低気圧により
宮古市で50cm/24hの降雪。
・11日、寒冷前線の通過後、西日本
を中心に今期初の黄砂を観測。
・27日、発達した低気圧により、網
走市で最大瞬間風速35.4m/s。
・30日、東･西日本の太平洋側で日雨
量100mmを超える雨。

（気象庁予報部予報課）

1日(月)関東地方で雪
本州南岸の前線や低気圧により、午
前中を中心に東日本～奄美の広い範
囲で雨。関東地方では日中、北東風
の影響で気温が下がり続け、千葉県
銚子市で1cmの積雪。

2日(火)北日本で冬型強まる
日本海の低気圧が東進し、北日本で
は冬型の気圧配置強まる。北陸から
北日本の日本海側で雨や雪、南西諸
島は前線の影響で雨。関東および北
日本で真冬並の最高気温。

3日(水)寒いひな祭り
北日本に寒気が入り、北陸以北では
雨や雪。関東以西は低気圧を含む気
圧の谷の通過で全般に曇り。南西諸
島は雨。最高気温は全国的に平年よ
り低く、多くの所で真冬並。

4日(木)九州北部でも雪
寒気が日本海から東シナ海方向に南
下し、九州北部を含め日本海側は雪。
日降雪量は新潟県高田市で28cm、松
江市で5cm。最高気温は山陰･九州北
部で平年より6～8℃低い。

5日(金)日本海で低気圧発達
黄海の低気圧が日本海で発達し東進。
北日本の日本海側を中心に雪や雨の
他は晴れ。西日本では南寄りの風が
強まり、室戸岬ではSW38.0m/sの最
大瞬間風速。

6日(土)北陸･北日本で大荒れ
発達した低気圧が東北地方を通過。
その後冬型の気圧配置となり、ほぼ
全国的に雪や雨。宮古市の日降雪量
は41cm。各地で強風となり、金沢市
ではSW32.8m/sの最大瞬間風速。

7日(日)山陰で大雪
東北の上空に-40℃の寒気が流入し、
冬型の気圧配置強まる。山陰では平
地でも所により20cmを超す大雪。兵
庫県豊岡市では日降雪量40cm、3月
で3位の記録。

8日(月)北見枝幸で流氷終日
北海道オホーツク海沿岸は発達した
低気圧の影響で西よりの風が持続。
北海道北見枝幸では、平年より4日早
い海明け。同時に平年より23日早い
流氷終日。

9日(火)全国的に春の陽気
本州南海上の高気圧に覆われ、北海
道を除いてほぼ全国的に晴れ。3月に
入って初めて日中の気温が全国的に
平年を上回り、最高気温は3月中～下
旬並。

10日(水)全国的に気温が上昇
北日本を除いて全国的に晴れ。南高
北低の気圧配置が続き南風が入る。
最高気温は全国的に上昇、西日本で
は多くの所で20℃を超え、日本海側
では平年より8～10℃高い。

11日(木)各地で黄砂と強風
寒冷前線が日本を通過。暖かい南よ
りの強風が各地で吹き、東京の最大
瞬間風速31.5m/sは3月の記録。低気
圧により大陸で巻き上げられた黄砂
が日本各地47か所で観測される。

12日(金)平年並の寒さに戻る
北海道は発達した低気圧の影響で強
風と雪。関東～九州の太平洋側は前
線の影響で雨。その他は曇り。前線
の南下に伴い、東日本･西日本の最高
気温はほぼ平年並へ。

13日(土)琵琶湖開き
日本海北部に寒気が残り、北陸から
北の日本海側は雨や雪。南西諸島は
前線の影響で曇りや雨。その他は大
陸から張り出す高気圧に覆われ晴れ。
八代･鹿児島間で九州新幹線開業。

14日(日)広く高気圧に覆われる
南西諸島･九州南部は前線の影響で曇
りや雨。その他は高気圧に覆われ概
ね晴れ。名古屋国際女子マラソンで
土佐選手が優勝。

15日(月)新天体「セドナ」発見
高気圧に覆われてほぼ全国的に晴れ。
西日本の気温は4月上旬並。九州･中
国･四国で黄砂飛来続く。新潟県で震
度3。米国航空宇宙局、太陽系で最も
外側の新天体を発見。



16日(火)北陸･山陰でフェーン
引き続き高気圧に覆われ全国的に晴
れ。北陸から西の日本海側は南寄り
の風でフェーン現象発生。平年より7
～11℃高い最高気温。豊岡市では最
高気温23.1℃、日較差22.4℃。

17日(水)桜開花 全国で最初
沿海州の低気圧が急速に発達。全国
的に強い南寄りの風が吹き、気温が
上昇。青森の最高気温20℃。福岡･宇
和島で、全国で一番早くソメイヨシ
ノが開花。

18日(木)寒気が流れ込む
寒冷前線が日本列島を南下。北陸と
北日本は雨や雪。関東以西は雨。前
線の南下に伴い西日本から天気回復、
気温は急激に下がる。東京･横浜･静
岡で桜の開花。

19日(金) 西日本で桜開花
北海道の日本海側で雪の他は、高気
圧に覆われ概ね晴れ。気温は関東以
北では平年並か低く、西日本はほぼ
平年並。九州北部～近畿南部で桜が
開花、広島では最も早い開花。

20日(土)河口湖で6cmの降雪
関東以西は高気圧が北に偏る「北高
型」の気圧配置で、関東～近畿で雨。
特に関東では低気圧発生に伴う北東
気流の影響で日中に気温が下がり、
一部ではみぞれや雪。

21日(日)東シナ海で前線が顕在化
東シナ海で前線の活動が強まり、九
州～沖縄で雨。北日本は概ね晴れ。
その他は高気圧の南側となり全般に
曇り。松江では平年より13日早い桜
の開花で、最早記録。

22日(月)南岸低気圧 東進
前線を伴った低気圧が本州南岸を東
進。東北南部～南西諸島で雨だが、
長野県を中心とした内陸部では雪。
北海道は東海上の高気圧に覆われて
晴れ。大島で日雨量57mm。

23日(火)関東は真冬並
東北南部･関東では低気圧の影響が残
り午前中雨。北日本は高気圧に覆わ
れ概ね晴れるが、その他は上空の気
圧の谷の影響で全般に曇り。関東の
最高気温は北東風の影響で真冬並。

24日(水)桜開花 甲信へ
西日本～南西諸島には動きの遅い気
圧の谷があり、東～西日本の太平洋
側で雨、その他は概ね晴れ。関東南
部には引き続き冷たい北東風入る。
甲府では平年より5日早い桜の開花。

25日(木)桜の開花 足踏み
気圧の谷の接近で本州南海上の前線
の活動が活発化し、東海～西日本で
広く雨。その他は厚い上･中層雲に覆
われ曇り。最高気温は全国的に平年
並か低く、桜の開花は足踏み。

26日(金)北日本 一時的に冬型
低気圧の東進に伴い、北日本は一時
的に冬型の気圧配置となり、雨や雪。
南西諸島は前線の影響で雨。その他
は次第に移動性高気圧に覆われ晴れ。
東京は5日ぶりの晴れ。

27日(土)北海道東部 暴風雪
低気圧が千島付近で発達し、北海道
オホーツク海側では暴風雪。根室で
はNW23.1m/sの最大風速。南西諸島
は低気圧や前線により雨。その他は
移動性高気圧に覆われ晴れ。

28日(日)絶好の行楽日和
南西諸島は前線が停滞し雨。その他
は移動性高気圧に広く覆われ、晴れ。
気温も平年より高く4月中～下旬並の
ぽかぽか陽気。北陸で桜が開花。

29日(月)桜満開 全国で最初
高気圧の中心は東海上に進んだが、
引き続き日本付近に張り出す。ほぼ
全国的に晴れて最高気温は4月下旬～
5月中旬並、富山では今季初の夏日。
東京･米子･鳥取で桜が満開。

30日(火)南岸低気圧で大雨
低気圧が北海道と本州南岸を発達し
ながら東進し、北日本の日本海側と
東～西日本で広範囲に雨。高知県で
日雨量143mm、神奈川県三浦市では
60mm/hの非常に激しい雨。

31日(水)西日本で黄砂観測
北海道は低気圧の影響で午後から雪。
その他は高気圧に覆われ概ね晴れ。
最高気温は全国的に平年より高め。
関東以西の11観測点で桜が満開。西
日本の広い範囲で黄砂を観測。


